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静岡県掛川市長谷の掛川層群土方累層から産出した
アビ属化石
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はじめに

静岡県の大井川と天竜川の聞の丘陵地帯を構成す

る掛川層群は，本邦の海成鮮新一更新統の模式層の一

つで，化石を豊富に産出することで知られる.特にそ

の大目黒層(柴ほか， 2000) は，外浜の堆積物で，黒

潮暖流系の浅海生種で特徴づけられる「掛川動物群j

(Otuka， 1939b) の貝化石を豊富に含む.掛川動物群

はほぼ同時代の寒流系動物群「大桑一万願寺動物群」

(Otuka， 1939a) と対置され，当時の日本列島の古環境・

海況を示す重要な化石動物群である.

鳥類化石としては，小野 (1980)が大型鳥類の大腿

骨化石を大日累層から報告している.これは当初アホ

ウドリ属の一種Diomedeasp.とされたが，後年小野ほ

か(1985) により「骨質歯鳥J(ペリカン目偽歯鳥科)

のものであると訂正された.この大目黒層産「骨質

歯鳥」は世界で最も新しい同類の化石記録になり，そ

の絶滅年代を探る上で重要な記録である(松岡ほか，

2003). また，新村ほか (2005) は大日累層産のほぼ

完全な右尺骨化石を報告した. しかし，分類学的検討

が不十分であるとして同定を鳥綱で止めている.

ほか， 2000) 中の貝殻密集層から，鳥類化石が発見さ

れた.化石は右犠骨の遠位部分の破片で，松岡によ

りアピ属 Gaviasp.のものと同定された.本研究では，

アビ属としては小型の，この化石の記載と分類学的検

討を行う.

アビ属の鳥類は中一大型の水鳥で、ある.現生種は 5

種で，いずれも北半球の北部に分布し，本邦には 4種

が冬鳥として沿岸部に渡来する(百瀬， 1996). 

アビ属は中新世以降の化石記録があり (Olson，

1985)，特に鮮新一更新統からの化石記録は，世界的

に豊富である (Brodkorb，1953， 1963などに

本邦でのアビ属の化石記録としては，松浦(1996) 

が報告した石川県金沢市大桑町犀川河床の大桑層から

産出した左腔骨がある.掛川動物群と大桑一万願寺動

物群の両方からアビ属化石が見出されたことは，当時

の鳥類相を考察する上で非常に重要であり，その意義

についても言及する.

本報告の鳥類骨格要素の方向用語・解剖学的用語は，

Baumel et al. eds. (1979) に従う.

化石の産地とその地質学的情報

2006年 10月初旬，筆者らの一人北村によって，掛 産地:静岡県掛川市長谷，逆川右岸河床(第 l図)

川市長谷の逆川河床に露出する掛川層群土方累層(柴 地層:掛川層群土方累層
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第 1図.化石産地位置図. 第 2図.逆川右岸河床の露頭写真.

国土地理院発行 2.5万分の l地形図「山梨Jおよ 矢印が化石の産出位置.

び「掛川」使用 黒丸が産地.

年代:後期鮮新世~前期更新世(約1.9~ 1.0Ma) 

本地点(第 2図)では，ほぼ北西一南東の走向で

南西に 150 程度傾斜した掛川層群土方累層のフリッ

シュが，大規模な貝殻密集層によって削り込まれて

いる.この員殻密集層中には，掛川動物群の構成種

である GJycymeri旨mtunda，Paphia schneJJiana等の 二

枚貝類ゃん匂'ssariussiquijorensis，人匂ssariamagnifica， 

Makiyamaia coreanica等の腹足類が多く見られ，これ

らと共に本報告の鳥類化石が含まれていた.貝殻密集

層中の二枚貝類は多くが離弁で，他生産状である.本

層中の化石群は，暖流の影響下にある浅海域から陸棚

外側へ運搬されてきたものと考えられる.

土方累層の地質年代に関して， Yoshida and Niituma 

( 1976) は本層下部の正磁気帯をオルドパイサブクロ

ンに，石田ほか(1980) は本層最上部の正磁気帯をハ

ラミロサブクロンに対比した.これら古地磁気学的研

究や柴ほか (2000) から，土方累層の地質年代は約1.9

~ 1.0Ma，後期鮮新世から前期更新世に相当すると考

えられる.

分類学的検討

鳥綱 AVES 

アビ目 GA VIIPORMES 

アビ科 GAVIIDAE 

Gavia sp. aff. Gavia stellata 

標 本:右榛骨遠位端部(第 3，4図)

所 蔵:豊橋市自然史博物館(愛知県豊橋市)

標本番号:TMNH06661 

計測値:標本最大長 27.2mm

遠位端幅 8.8mm

標本の記載:化石の槙骨片は，完全で、あれば 10数

cmと推定され，鳥類としては中型のものである.直

線的で，側角は突出せず，遠位端は骨体から緩やか

に広がる.榛側手根骨への関節面 (Paciesarticularis 

radiocarpalis) は骨体の伸長軸に対し，直交に近い位

置となる.頭側(掌側)面では，骨体中央部から直線

的に遠位端へと抜ける臆溝 (Sulcustendineus) が明瞭

である.もう一つ小さな臆溝がその外側に並走する.

内側角部の粗面が，広大で近遠位方向にも長く，強

大に発達していることが特徴的である.この粗面は遠

位方向に突出し，権側手根骨への関節面の内側縁部を

急傾斜にしている.尾側(肘側)面は，内側縁部には

頭側から粗面が巻き込んで、きており，内側角部はよく

膨れている.またこれに固まれるようにして，長円形

で頼粒状の腿膜結節 (Tuberculumaponeurosis) が発達

する.これより外側の，靭帯溝 (SulcusIigamentosus) 

部は広大で，大きくえぐれている.靭帯溝の近位縁は

不明瞭で、，骨体に同化していく.

比較と同定:上記の特徴から， TMNH06661はアピ

目アピ科アピ属 Gaviasp.のものと同定できる.

アビ属は中新世以降の化石記録があり，中新世と鮮

新世の絶滅種が，概ね 10種ほど記載されている.一方，
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第3図.土方累層産 σ'aviasp. aff. Gavia sfeJJafa (1 右榛骨

遠位端部， TMNH06661) と比較に用いた現生オ

オハム G.arcticaの左榛骨 (2:京都大学地質学鉱

物学教室 No.RA-12). 

1， 2とも aは頭側面観， bは尾側面観.スケール

/，'- 10mm 

更新世の絶滅種は知られておらず，更新世から完新世

の化石と考古学的試料には現生種の報告が豊富にある

(Brodkorb， 1953， 1963; Olson， 1985などに土方累層か

ら発見された TMNH06661は，その地質年代から考え

て，現生種のものである可能性が極めて高いと思われ

る.

アピ属の現生種は 5種ある. しかしながら手元に骨

格標本があるのはオオハムG.arcticaの l個体(京都

a 

|吋or

Sulc.tend. 

21 

b 

Sulc.lig・

Fac.arti.radcarp 

第4図.土方累層産Gaviasp. aff. Gavia stelJata (TMNH06661). 

a:頭側面観， b:尾側面観.Fac. arti. radcarp・榛側

手根骨への関節面， Sulc. 1ig. :靭帯溝， Sulc. tend. : 

腿講， Tub. apone. :縫膜結節.スケールパー:lOmm. 

大学地質学鉱物学教室 No.RA-12) のみである.この

個体は後述のサイズ変異の検討によればオオハムとし

て平均的な大きさのものである.オオハム(京大地鉱

RA-12) とTMNH06661とを比較すると， TMNH06661 

は 10%以上小さく，また全体に華奪な印象である.

両者が同種とは思われない.

直接的な標本比較ができない現状では，これ以ヒの

種レベルの同定はできないが，スミソニアン自然史博

物館鳥類部門所蔵現生アピ属全 5種目個体分の骨格

計測値と，これに京大オオハム標本を加えた 22個体

を用いて，骨格要素に基づいたアピ属 5種のサイズ分

布を示し，ここから TMNH06661の所属を考察した.

まずアビ属の骨学的特性を示す.第 5図は各個体の

上腕骨(縦軸)と大腿骨(横軸)の全長をプロットし

たものである.各個体の計測値はグラフ上で、実に整っ

た直線的な分布を示し， 5種は骨格のプロポーション

が変わることなく，サイズのみが異なることがわかる.

分布には重なった部分も大きいが，小さな方からア

ビG.stellata シロエリオオハム G.pacinca オオノ、

ムG.arcuca ハシグロアピ G.immer ハシジロアビ

G. adamsuの順に大きな種となっている.なお，鳥類

は骨格要素の種内変異が極めて小さく (松岡， 2004)， 

アピ属の各種もこの特徴を示している.

梶骨単独でも，上述の 5種の違いと大小関係は明白

である(第 6図). 

TMNH06661で正確に計測できる部分は遠位端幅で
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第 6図.アビ属 5種の模骨全長とその個体数.

縦軸は榛骨全長，横軸は個体数. 1マスが l個体.
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た.これは少なくともオオハムより小型の種(アビ)

ではないと考えられる.すなわち本邦の後期鮮新世か

ら前期更新世にかけては少なくとも 2種のアピ類が分

7 e 

Femur GL (cm) 

s 4 3 

第 5図.アビ属 5種の骨格プロポーション.

縦軸は上腕骨全長，横軸は大腿骨全長. 布したことになる.なお，松浦(1996)で松岡が大桑

層の化石を検討した時にも比較に用いたのは京大地鉱

RA-12のみであった.ここで「相違点」とした骨体の

太さは，長さに比べて変異が大きいことが分かつてき

ている.現在松岡は大桑層産化石をオオハムに同定で

きると考えている.

本邦においてアビ類は，冬季，湾内や沿岸部に飛来

する「冬鳥jである.繁殖地は北半球の亜寒帯以北で，

最も南まで位置するアピの場合でも樺太と千島列島の

北部を南限としている(百瀬， 1996). 化石の時代に

もこの状況と大きく違ったとは考えられないので，土

ある.この計測値を用い，京大地鉱 RA-12の梶骨(全

長 121.2mm:遠位端幅1O.1mm) と比較して榛骨全長

を復元すると， 105mm程度であったと考えられる.

この長さの焼骨を持つのは，アピ属の現生 5種の中で

は最も小型のアピG.stelJataのみである. TMNH06661 

はアピのものである可能性が極めて高いと思われる

が，直接標本を観察して非計測的な形質の検討ができ

ない現時点では，結論することを避け，Gavia sp. aff 

Gavia steJJataとする.

方累層や大桑層で産出した化石アピ類も，やはり冬烏

として渡来したものであったと考えられる.

アピは本邦に渡来するアピ属 4種(アピ・オオハ

ム・シロエリオオハム・ハシジロアピ)の中で，最も

南方までi度りのエリアを持つ種で，その南限は台湾全

島を含み，さらに南下する個体もある(百瀬， 1996). 

また上述のように繁殖地も最も南まで位置する種で

雪4
ロW司

掛川層群土方累層から産出した TMNH06661は，ア

ビGaviasteJJataの可能性が極めて高い.一方で，松浦

( 1996)が報告した大桑層のアピ属化石は， 1オオハム

(Gavia arctica)と比較した場合，骨体が太い」ものであっ

義
務==円H
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ある.その意味において，アピはアピ属の中では最

も“南方系"の種であり，アピの可能性が極めて高い

TMNH06661が掛川動物群に含まれることに矛盾はな

いといえる.

しかし，暖流系種が特徴的な掛川動物群から発見

された鳥類化石が， 1寒い時期の烏」であるアビと推

定されるものであったことには意外性がある.ここ

で想起されるのが，掛川層群よりも古い時代である

が，鮮新世の生物相がよく知られている「安心院動物

群J(高橋・北林編， 2001) である.これは大分県安

心院地域に分布する火山山地性湖沼堆積物，津房川層

(松本ほか， 1984) の化石群である.安心院動物群の

中で鳥類相は不思議な特徴を示し， Jf¥e虫類や日南乳類の

化石が現在では中国南部から東南アジアにかけてのい

わゆる「東洋区」に分布する動物のものであるのに対

し，鳥類はツル類など 11日北区J系なのである(松岡，

2001) . 

掛川動物群におけるアビ属と，安心院動物群におけ

る「旧北区」系の鳥類とは，他の全体的な動物相が温

暖な環境に生息するものにより構成されているのに対

し，鳥類相のみが北方系である，という点で共通して

いる.これは，寒冷化が進行する第三紀末から第四紀

にかけての環境変化において，鳥類相は動物相の中で

最も敏感に寒冷化に反応する存在であることを示して

いるのかもしれない.今後さらに鳥類の化石記録が増

えれば，動物相変化のパターンを解明する鍵になるか

もしれない.
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